
 今後5年間を集中期間と位置づけ，「農林水産業・地域の活力創造プラン」に連動する形で，事業規模2兆円，真水

1,000億円規模の事業を構築。JA自己改革プランのメニューの一つ。

 本プログラムの運営については，全農・農林中金・全共連を中心とする事業連が，連携しつつ事業を通じて，担い手の生

産拡大・生産コスト削減に直接寄与する施策や，地域活性化に資する施策を展開。

「農業所得増大・地域活性化応援プログラム」の概要 別紙1



｢アグリシードリース」とは、地域の農業を応援するために、
農機具等にかかるリース料の一部を助成する事業です。

詳しくは、お近くのJA窓口までお問い合わせください。
事業実施主体：農林中央金庫

JAグループ

●助成要件
以下の全てを満たす方を対象とします。
○生産コスト低減に向けた取組みを行っていること
○米（転作作物を含む）の作付面積が15ha以上の方、または、
　5カ年以内に作付面積を15ha以上に拡大する計画がある方
○米の需給バランス改善に向けた取組みを行っていること

●助成総額
100億円

●助成総額
25億円

●対象農機具
田植機、トラクター、コンバイン等（アタッチメントを含む）

●リース料助成額
○組合員
○その他

本体価格（税抜）の40％相当額（上限400万円）
本体価格（税抜）の20％相当額（上限200万円）

稲作生産者の方
●助成要件
以下の全てを満たす方を対象とします。
○野菜の作付面積が3ha以上の方、または、5カ年以内に
　作付面積を3ha以上に拡大する計画がある方
○加工・業務用野菜を新規または追加で作付する計画が
　あること

●対象農機具
植替機、収穫機等（アタッチメントを含む）

●リース料助成額
○組合員
○その他

本体価格（税抜）の40％相当額（上限400万円）
本体価格（税抜）の20％相当額（上限200万円）

野菜生産者の方

本募集にあたりましては、助成金の総額に上限を設定させていただいております。そのため、上限を超える多数の
申請があった場合、助成要件を満たしていても、ご希望に沿えない（助成が受けられない）ケースもあることにつき、
十分ご理解いただいたうえで、申請いただきますようお願いいたします。

頑張るあなたの農業を
JAグループが応援します！

対 象 者 農業者、集落営農、農業生産法人、JA出資法人等

募集期間 第1回募集期間 平成27年7月1日（水）～7月31日（金）

ただし行政のリース補助事業の対象者（同一農機への上乗せ助成）ならびに大企業および大企業が出資する法人は除きます。＊
＊大企業とは、中小企業基本法上の「中小企業」以外の企業です。大企業の出資法人とは、大企業が「筆頭株主」または「出資比率20％以上」となっている法人です。

規模
拡大！

コスト
削減！

産地
形成！

助成要件等の詳細については、裏面の留意事項をご覧ください。
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生産者の皆様へ
～　アグリシードリースの取扱いにかかる留意事項等　～

（助成決定時期）
◆　助成決定通知は早くても９月末ごろを予定しており，その後，リース契約・農機

具の借受けとなりますので，予めご了承ください。

（助成要件：米について）
◆　“生産コスト低減に向けた取組み”については，規模を拡大する計画（最長５年 

間）がある方は，当該計画に取り組むことをもってコスト低減の取組みとして問
題ありません。

なお，既に面積要件（15ha）を満たしており，今後の規模拡大を計画されない
方につきましては，多収穫米の作付けや鉄コーティング直播等の新たな生産コスト
低減に向けた取組みを必須とさせていただきますので，申請書への記載をお願いし
ます。

◆　“米の需給バランス改善に向けた取組み”については，生産数量目標に沿って取
り組んでいることを，行政に提出いただく「営農計画書（写）」等により確認させて
いただくこととしております。

なお，市町村・ＪＡ等から通知された生産数量目標（写）も併せてご提出いただ
きますようお願いいたします。

（助成要件：野菜について）
◆　“加工・業務用野菜”については，輸入ものの割合が高く，機械化による生産コ

スト低減が効果的と想定されるタマネギ・キャベツ・レタス・ネギ類・ニンジン等
を想定しております（上記品目以外での申請を希望される場合につきましては，個
別にＪＡあてご相談願います）。

◆　なお，国における畑作物の直接支払交付金の対象となっている作物（小麦・大豆・
甜菜・でん粉原料用ばれいしょ等）は対象外となります。

（助成内容）
◆　１回の申請で複数の農機具にかかる助成申請をすることは可能ですが，その場合

でも助成上限額は，組合員で４百万円，その他の方で２百万円となります。

◆　１生産者あたりの助成回数は，今後予定している第２回募集以降も含めて，米・
野菜それぞれ１回限りとなります。

（助成手続き）
◆　本リース事業の助成金につきましては，弊庫より，リース事業者へ直接振り込む

こととしております（生産者の方への振込ではありません）。




